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Table 1 STRUCTURE OF SOlUBILIZING AGENT :;〉件。
pKa 1 Rl 

1. Barb1tal 7.9 C2HS (Ba r 
‘ 

2. 例etharb1ta 1 8.2 C2HS 
p・1eth.) 

3.cycy clo barb f ta1 7.5 CZHS 
(Cyclo.) 

4. Hexoba rb1ta 1 8.3 CH3 (Hexo.) 

5. Phenobarb1ta1 7.4 C2HS (Pheno. 

~. Mephobarb1tal 7.7 CZHS 
(Mepho.) 

7. Bucolome 4.4 C4
.H
9 (BCP.) 

R2 R， 

uH F
D
 

un 崎正

p
l
w
 

phenyl H 

phenll CH
3 

H cyclohexyl 

ベルピ、ゾしートの?容静梯助作用!こ)刻する報告
ρ〉為、

よぴ、 AM が添加剤 jくよって可;各ィι さ~(るとし、ぅ殺 tg
ふり

1:1ニ， 三件弘するが、 AI寸毛、ょ ιi・II? Aとノぐノレピ、ソし

一卜の不を)有、、て~統的/之官j ;.容イも現象くをぷ突すすした殺
告は見あたら合い。 Aバヒペルピターノレ勺糸 f之 i到し
"C lますくぶつ介子化/ふ物勺育会)丸公ぶt;{絡令イ系え l二つ

いでタ三の列支考から契ヰボちたれ SおいKe ?t sT~1・久子J

HeはoJう ~feiffer刷るの毅令ぶ存在する。 しがしこ

水らの押え品、 国体イえ港、イの逐薬品分j-のぷ寄生作 i自



間 13岨

を 校討したもので・あ 1) ‘ こ1/(.らの銘釆を‘ 可ょが仁現
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Fig.6 Concn. of additive (何xl02
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SOLUBILITY DIAGRAM OF A門 INTHE PRESξNCE OF 

VARIOUS BARBI了URATES IN WA詑 RAT 30.00 
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Fig.7 

50しUBIしITYDIAGRAM OF IPA INγHE PRξSENCE OF 

VARIOU5 BARBITURAT忘SIN WATER Aγ30~O。

国ょっ B~ t? ;J、な ご と く べ ノ レ ピ ヴ い P トの J奈加法夜
{之比例して AI汁々ぶ μ" 1 FA の法務夜(~乏線的 lこ成才d
L ている。国にはイえゑ釣を例を廷 ?/t'.. :{" J{(_す::Lたが.1ι 

のベ‘ノレピ、ソレー兵士 j司ぷ誌の絡釆を示 L た。 ニニて帆注

目さ点るのは、ノぐ Jレピ、ツレートの程殺にぶク可浮ι
ß~ が'J尽なる J とで"みる a ニれうノぐノιピヅレート勺可

溶4ヒ与をと不可分の浮締結、財概拾についで以マて校討す
5 のてu あるが' ノぐノレぶ、りしートの可疹4じ換のーっ q

j旨採ヒして桜之答静物の 7にか t)}示加者lJi字決への Tr仰ぎfer
の自由エネノレ ~、一( 4Gヤりを用、、ゐこと i之した。

Tra.従s{er の自由ムメ三 Jレギー/手、 Ta.冗千orrL~s) らと向
採内方法 j之よづ求めた。す令わちム今4Mff〉2えで表わ
さ水る。

ムCT~ =メ').iーメ"-iJ ur ( 1") 
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ミ ミて、-u;pw公ぶ du; はえくおよが・冷;Jr1者lJ7.与え j之為、

It る森繁〈の持、準イじ学 iIてチンシそ Jν を永守。準決が

会安心二ぶって舎さえずさがている時、 すべての海味/'(

h' ltち込質 i.0)化学才;0y シ究ノレ iま泊体のモれと寄し
くなリ (6)弐;が域;えする，

j)ん wT尺了ム Niノ-ur寸 iミTkれ Oiノv

認片(;.十 RTムttVど十 Kγムぬ (6) 

ここで O.{，)ω)Oi Iま;海質 tの水およ〆糸加希i洋次 iくあ、

りる泌をィ手裁企庁、す、{わえは A従を求めるため (7)え
に友えられる。

AG; m -RTム(N{_/'山 Fω〉十 RTム(OlノW/Oi) どの

(わ弐かる明 6'かをごとく、 Aバ£、よか噌 IPAの A守:iゴ

7におぶが、示方。手)洋〉誌に対するこえLら返薬ゐの;多得fえ
か ~ f(まえ木宍喰iて£、いでは、布i挙参次を用い又本質ぎあ
るA門は会¥子安ーであるため3会委ィ手数の渓i1え11-::{Tわなかゥた。

このよう iごしで

120 A 叶今よとイ IPAの

71くからゑ受マ濃，交の

ベノレピツレート;字100 

，.崎、
ω -0 
e 

80 

ご 60
伺

υ 
、崎圃，

。...，
(.!) 

~ 40 

Fig.8 

M-BCP 

2 34  

Concn. of barbiturate (Mxl02) 

PLOT OF AGt OF AM AND IPA FROM WAτER TO ADDITIVξ 
SOLUTION AGAINST ADDITIVE CONCENTRATION AT 30.0

0 

決¥への 4烏LEえとめ‘
その代表的な仔t)を

Fia・を i之介、 L犬。

国から明るゲ な
ご、にく、 AM:h、よ

ゲ IPA の 14~~ 1 の

イJLi之、 ノぐ 1レピツレ

ート司法及が均加
す~ J之従って大き

えな り 下i守・ b) 7に

庁、したぶうにベ IL-

ピツレートによぷ
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と介う一撃の}却活字

首i待て‘延べた計J:去にぶう、 7殺のパルピ、ゾしー

トを用 L、て dすったペ什布、よ lfrrA Iご}菊する溶解友失

、験から Atv1) IPA内 A4E求訴〉下{J'‘ <tl乏ネし f之 。

i裂 か ら 哨 ら かな

ぶうに， A j'¥.守るF

ょが‘ 1PA Iこ対す

るベ Jレビツレー

ト内務格緒的作
用 iま、 ベ Jレピ、リ

レートの介会 Jを
の久きいもの J経 1

3みρ ことが誌、め

られた， このと

乙 I-J、 ノミ• Jレビ、、、ノ

レート分子の人
きさぶ;本餅務長力
作 j告と何らかの

j気俸屯守するご
とをネロ炎するも

内 ヒ 考 え ら 本る a

200 

書面

150 

喧J

~ 100 、、
tU 
u 

180 200 220' 240 260 280 

Fi'g.9 M凶 ofbarbiturate 

6Gi OF AM AND IPA FROM WATER TO ADDITIVE SOLUTION AT 30.00 

Symbo1s designate the additive identity (S"e~ To.~kl). 

0・AH-Barbiturates; .. ，、 IPA・Barbiturates.
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第2孝t 溶続祐、助作用に吋ずる足手女装の影響

被;各併幼てH ある入門右ょが口A 令 X多角手伎が rににら、

いて 特呉な/ぞターンを示すことは::Tl絡の語系ぶリ

g月らかなこヒて時あリ、 ノくノレビ?ゾレート{之よるこれう

長義Jb《可溶イじに j各媒て叫みる 71えが何らか勾}渇骨、をす

することは教然千愁さ水るとこみて。ふる。 1宇野ウ iどj

ノ究機Jf~ ，分子化合よ物の i$決ヤてM の分子会令ヒ淳史子、の肉
体 t余計し本棋の水念フ百字の偽下ととも i之 会 今 dfj!託
少す ることを尤ぃ託手している。 ニ水らの老子安Cs、ら、
パ、，レピツしートのふ容~A干名4ð' ß/J 作用においてぷ多様。ぐいが
会る投引を唆じているか 1'%興吠の色た氷るところで

ムる。
本女においては、 7/<.以外 η ノ容味 ιJ有いてベ、 Jレど、、ソ

レートのよ字解材、sIJ作用が、;容も京 jミょうどのよう{こ及

イじするゲを，検討し、水における 53来と比較し可法ィヒ

ヒ漆守系の j持係を J考察した。

第i節 七-BLAOH-it-fu2科O/Yl_ι;免令洛味の奪うち委

法毎年ぷうぞ検を水刀、 6.26.S"九y..t-B~O什九九一足ι1-;)
tCVI泌世 l之変えて行いえ f之述:べぐゴ、℃ぐ A ペ為、主〆
IrAの 4今L乏計算しそ の 佑 求 を fl d''' ~1 0 1~ 不しキ。
ιヒ較η ため 71乙にあ、 tt~えの 3古来 t 司符 i之f!lホし士ボ;
1!lょっ明るがをごとくも AJV]布、ぶ乙入、・工 PAの 14今七 i戸、
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。， AM・Barb1turates; 8.、IPA-Barbiturates.
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ノミノレピツしートの Yκ ぁ、ぷ Zイベン

ぜン j之止すする;字解/斐の比
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C村民，、、z

He1ghbor water molecules are shown sChemat1cal1y by circles. 

w1thout 1nd1cat1ng the struc主ur'e.

Angew. Chem. 1nternat. Edit.. l.，. 195(1967) 
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水結令の寄与を母、なの受 Itると考えるを 13> IJ:"、j乞の
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F i3'. 17 rご， Aド1阜、ぷ〆 !PAの A守:をベ Iレピツし{

トの 7}<毛、ぶ〆ぺン也:、ン i之対する j容解ノ支のどとの対髭

Adof(dorj・/sザ・)fこ付しでプロット L た翁去を示し た。

l!lかる吋らかなどとくも両者の j訂にほぼ‘直線j河係 I.J¥'‘
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F i 9 • 20 THE FOR問ATIONOF HYDROPHOBIC BOND BEγWEEN PLANAR MOL芝CULES，A AND 31 

IN MEDIU問問 .

The direction of view is inthe molecular planes. 

ニミて凶 SA ， S s は、海質分子 A ヒ Bの子面積を‘
長 (A"lご C尚久、 今:48、守二s (ま、 下付文きこで‘不した衣面

j閣の単位命頑当リの相3..作用の採 f自由ムネ Jレでー
を参わず.0 <!o)式 i志‘整理して U/)ズヒなる。

ムGiぉ SS(GAS
四 GMA

四 GMB) ぐ1/)。1)式t本屯 〈今二s一年内A - ErQMB ) 一定て"あれば、会 令

の A 令。 iま、手面積の /1、ざい万の分子、のモ;i( {ご比例す

ることを不 ιている。 Fiff・If .{之£、げる i瓦線伎の存

森 jよ.パノムピツレート分子必ず、q-~A 6 去、与が'~川志向
7漫にえさな若し。ずない之ヒを J示唆しているようどあ 5
0 え .球水絡令の分子的措手ヒ Lで、 AI汁古品[，;，、¥

IfA分子ヒベe ノレピ、ソしート分子手ぐてれらの平合 J誌を

ljする 部分を公え jミ配旬グぜている状篤をこれ今内

純泉がる想えガネるのて，.l~ ない夕、と忠わえ(る。

第ク索 可港イヒ機j橋ヒ 7にの特果的佐賀の関係

パノレビ、、ゾしートロぶる Atペ五、よぴ IPAも可;各γf仁今



同 31四

検株については、 A l'ぺおぶが IPAとべ、 11....ピツしート

分子の Z本 水 牲 に 起 i還した a これる液笈介子閣の珠7](
po令にふり久都小説明ぎれている。 ごのあま 71く鈎令は

、水のす手呉的 J性質 i之よって 5J与えされるが、その材

異的性 i賓と Lて{立、 71くの人きなゑ面表刀℃ノk1トチの

j若 p 水芳、符令刀 i亡ぶ勺で生じ、る格iJ之性 3V3孝之ら点る

。 sj 11.. Q. 7li1'長弘 るは今〉持〉核絞め変 Jf生!こ!苅ターする Jネ水銘

令の勿号、検討し、 えと Lて;多様のゑ記法yクめ寄与
〈安芸乃 1学的/二 Id.エンタノレピーの対釆 )Jてよっでぷ字水

¥!a iトdぐ起ると活拾した。又.後ろは渉淀 1ヂピ‘の会令
及JJG;にけする港支菜、初来を間後の 'j3乞に炎フて説 8月し
花。

♂方、珠y水κ 銘令の d材手完 lに之おお、いて允.~.駐z 的な投劉を iばま
たしたk'a.乱A..凶，

拠カ学を問用いて鮮治材rしげた N悌ω仏説均ヂ:， ScA必砂ナι勾ωq似必りが ω る

iはま亀 奈生必，性滋賀のよわ，)てゆ /:I水ぷ緯i乏Jは手ピメ寄付す 3
ぐ L-シトワヒ。ーの減少〉〆、 このぶうな j客質ろがチポ
会令すると、ぎの周屈の現剤投のある水介子<;'¥'減少
し、 乙ントロピーが増犬するため琢7J乙銘必トボメなると

~之た。又、 このほ小にも、 l¥ 1 0 tdきのほー球yド銘々

を:Lシトロピ -!hf)えによると考えているが、水手建造

との周係にフいで oe;μrザ& るとは、多千湾えガ iご

遊いがあ lj ， .5乙、 Hiμ4bNmA31J A長田 6/<1)ノ勿は L シ

タノレピ一刻来の者去を蛮祝してい蓄が、ぞれは、悲
媒の表面ゑ方 lて起 j召したものて"はなく浪令ム字 jレヰ
ーから生じ為ものである。

しか L な δぐらえ%J1すると球水銘イゲは、湾総の精進
性 lこ起}認した 2ニント 口 ピ ー 初 来 小 、 又 iまゑ面元長女?の

寄与にふる工ンタノレピー初来のどち多ヂにみえ (Jえる

'C;考之 6J/(_る。

こ のぶう 1::味水絡令を J考察するにあたクニつの呉
ったすよ£が‘ど与をすることは、会令Jえ広、かいては可浮

イとの機、株 iて}詞しでかなう 3突った孝之を彰すことにな

る。
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BONDED MOLECULES 
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able II"THERMODYNAMlむ QUANTITIESFOR TRANSFER OF AMINOPYRINE 

FROM WATER TO 0.0与問 ADDITIVE SOLUγION 

Additive 由ムGt(ca1/mo1e) dH。
t D. S~ 

七
20。 300 400 (cal/mole) (e . u . ) 

1 • Ba rb i ta 1 38 49 52 150 0.7 

2.Metharbital 48 55 71 290 1 . 1 

3.Cyc:Jobaγbita1 63 71 78 160 0.8 

4.Hexobarむita 1 70 78 90 230 1 .0 

5.Phenobarbital 70 75 83 130 0.7 

6.Mephobarbita-l 89 93 1 11 240 1 . 1 

7.Bucolome 143 1 59 175 330 1 .6 

いム叫t~ゐ ÁStlγ寸ev-おもω\S~もγ1 AK fγ0>>，¥ wぬんAb~C\むtい叉
ゃい十l古川，枕る0.0o 

Table III 
THERMODY.NAMIC QUANTITIξS FOR TRANSFER OF ISOPROPYしANTIPYRINE

FROMWAfER TO0.0QMADDiTiVE SOしUTION

Add 11; i ve 圃 dGt(cal/mo1e) ðH~ ßS~ t t 
200 300 400 (ca1/mo1e) ( e . U • ) 

1.Barbital 39 47 57 240 0.9 

2.制etharbital 58 60 69 50 0.4 

3.Cyclobaγbital 63 77 81 200 0.9 

4.Hexoむarbital 78 85 98 230 1 .0 

5.Phenobabital 69 77 79 90 0.6 

6.開epho'barb i ta 1 86 92 109 260 1 .2 

7.Buco1ome 167 180 198 140 1 . 1 

A l-¥毛ぃ4ムs。Sふ主応同山hvLvO名b1b令0m・0吋ιr01工PAt同 肌 叫 ぬ ん 1る
。ぷむ試かえ 。.
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200 300 400 (cal/mo1e) (e . u . ) 

1. Pheny1 butazone 82 100 1 06 260 1 . 2 

2.Phenopyrazone 64 75 82 190 0.9 

3.0xyphenbutazone 70 81 99 360 1 . 5 

4.Antipyrine 25 28 33 100 。。ヰ
5.4輔 Aminoantipyrine 22 24 . 33 150 0.6 

6.Aminopropylon 13 1 7 24 150 0.6 

A.Ht o..mâ..ム$~叫~r ~-:b同MS千ιγ 吋 AH -f r 0")\'\ ω諒ん~ o...r)..え~~
~Oμ制約しはき 0 ‘ 0 0
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のゑJから 8fJらかなごヒく S D S 合ぷ t{DTA ち

るミ包ノレ的成 i立、アンチピラン並が 1'( 斗ーアミノ

アシチピリンの添加 i丈ぷう段止される。これる忘お

や'J I之よる託手紙の誘吃キの良ィヒ j冬、集者にノI¥.さいこと

孟リ ミ弘 jレの不安定化成、海犬菜、であるがのえ主主 Jf支が、

低下 Lた ことによると忠わ点る。 このことは、 7 ン

チモ リ ン お 羊 が 年 {アミノアふナピリンポ7/く構造を
ぽ 援するぷゑ猿似の作用初制例主するニヒ五ホヲ多し

丈む 1) ‘その性演が味水鈴なを J~ めるため、こ kA
準税減助長I}の可漆イ仁淀 i率、小さえなると汚之らよJLi
などなら、キ鱗補助作鳴に討する珠氷結令今野五一ぷ

yドネ建造を成長まする作的内ために喝対句に偽下す;や

b である必

、h
v
A
m

のバサ毒乏に立すす 5ソンブネニ 1レブヲ第之節

フェ Z ノ十プタゾ‘ンの 71く鴻速に対す 5終審 jま δ 

色汚い二な鮮度三去にぶつ授、討したお fift . 3 b J二よ D

今必才ロ/てよるアエ品ノムブグゾ、止の漆為/支の交?と

円、υ
ぐ
υ
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EFFECT OF SDS ON SOLUBILITY OF PHENYLBUTAZONξIN WATER AT 25.0。

~. CMC of SOS alone in water at 25.0 0
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進このごと J~ 、 アエニノムプタゾ・ンの仔往

2肢が根付することを急成(ておっ、ア

反対。作用を有することが戸1B.与した。
ピラソいロン誘導体の J5務劫、助作所不、抹水誇合今、議?

J-を手ぞけることは、 ニ求まで、に毛指務 L て 3恵子小、

アシナピ 1) ン誘導体!こゐ、いては同時 iご孫本語竺ミ
める イデ羽左モ脅しており、そのお系として汗疹イど

がノ]， ~く与る〆、 ブム品ル 7"タゾン/こみいては、

水銘令を弱める幼きぷ 失 存 し な い た め 吃 の 分 どりア

ンチピソン誘導体 jて比較して巧洛ずと従が、久さえなる

と考えら点る

と./ 

1) 7}く

ナピリ

l之よ

ン

。
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ピラゾロゾ誘導俸の浴鉾始、助機株
}亡肉する忍浜

A門の水 IC.対する;容静及は、ピラゾ‘ U シfオ等停の
英子守 j之 ι')埠却する。 この洛鉾/支点おの完象 i立、ピ
ヌソ.U ン誘導体の渉解始、期作用によ否ものていあるぶ¥

この溶緯緒、助作用 iよ、可格化綻が'i手咲のオく合育キの
必下と と毛にノトごくなること訟に V72多ィC免泉の梨ァケ
字的所祈 jごぶリ点字水活令の寄与/こぶる'ものど、あるご

と dぐ í1~ ら点、となった。 しかもをの然水命令j之 、 ノぐル

ピツレートの場令ヒ j可じく /JIc今様淀怯 j之鬼伝jずるご

とも 4Stの 1;!~、 6 おめる水た。
久、ピラゾ U ン誘導体のす浮グヒ粍と採水位の

メーターどこれら劫‘助制のノド S ぶ以・べ‘ンイン jこ対す

る漆鉾メ互の比〉の肉1:f二かる、アンチピリン誘等ふの

可疹イじ能の fl&~ Iしみて五(らの 7}く jて対するあい親和位

l之乏乙 j却するこヒが判明 L た。

さらにどアゾロン鈴導体ヒ Jk排 患 と の 蔚 係 を

5b岐赤1'を JfIいて投討した滋来、アンチ ι3リ〆ノエうが

i二1-.-ァミノアンチピリン i玄米の砕乏 Jf乏を偽下ミぜ

るが、 プ L ムノレ 7"J /'・ン 1;1t葬送位を会74uさ tt~こと

が
•

aRら必となっ々。

与くよの‘fd系ょっ、ピラソ、口ン扮導体{こぶる A f1今

可浮イヒ lままーに L て成水銘/令/コよ~ ;.各賞分子の会令/て

よって点~ ~ ;jぐ、う多賀会¥子〆£求水道トと水/之対して j兵1) 

穀如性を示す得、子凶を伺 3寺lこ守する場令、どの

J肢のために線水 26 令の~~ i j 、吃の鈎系可;手ィと月j三グγ

ィろ?ですることが a月b/J'ヒ C った。

難;ぷ位互薬んの可本化にゐ、いては、シ等質分壬:訂 iこ

相丘作用ポヴがない場合、溶解手席、身射の ;*71くノj古

要な勿 3 をす否が'、 をdしと j訂狩 iごづトチ内の貌 71，二

q ztft能と窓会誌な j苅僚を守するため》ヌ泥水本の
迭に対する京)~事 iこフいでナ介 CJi うさきがう必乏が、
ると足、われるー

弟 S輩



-61四

ぷ

廷

は

非

木

と

A

お
ン
釆
存
い
ニ
叶
て

♂

"

を

必

知

的

手
t

の
始

w

d

，a円、事
a

'

d

ω

、.
4

F

、、d
，a
w

.

，a
'
4

77/
の

沼

パ

こ

人

ゲ

、
べ
こ
作
得
。
ん
に

ば

、

。

乏

渉

た

い

友
が
ふ
八
初
判
，
の
て
必

静

つ

つ

な

け

戸

会

的

広
持
わ
翠
ハ
引
と
や

位
る
を
み
れ
仇
持

J

小
政

終

す
M

え

た

に

バ

る

的

。

広

々

め

持

均

A
q薮
'
た

の

に

お

は

の

・

が

此

つ

は

ハ

水

ホ
H

て

と

っ

と

が

あ

:
の
ぞ
シ
水
。
ょ
こ
ー
で

い

μ

利
点
ク
/
と
る
祈
，
る

E
の

ぷ
下
い
そ
エ
テ
あ
静
ヒ
ゲ
も

入

紛

れ

ひ

げ

ω
に
わ
ゲ
分
で
の
を
よ
す

言
パ
い
ふ
託
u
賓
の
ノ
的
解
立
方
不

A-

右
近
ん
/
本
も
現
神
バ
を

搭

門

グ

ジ

'

わ

ず

似

m
A
A
と

、

I

A

/

κ

北
・
ぷ
涼
水
、
こ

u

d
こ

を

.

が

は

る

E ノぐノレピツレート i之ぷる A付る、ぶが IPAの
可溶fと

A ペおぶ乙~\' 1 P A 1去、 j鳴いたノミノレピツレートによリ

可法化さ水る。ベノムピツムートの可漆化能{立、比
し て‘法成を水か 1;J有税務文京~ 1二皮ネると /1，~えなゴ
又‘ ベ 4 ピツレートめる求不位とよい相向調すたをか L

た。

よ《ことふヅベノレピ yしートめよ答弊掃助作用 i立、

71く における〈付およが工PAとベノムピツしート分子り
疎水1絡会トによ ο起ることが、I3J1らかとなった。 Jえ，
ぷイ'tTA jf(の禁tJ学的解ダfょっ球水25多令 l立、水今

なJ建造'fi.l二ょっ主としてえとるこヒが、判胡 Lた。

又，ベノムピツムート分子的子治牲とそ水るの可ゑ
イと能との持]~:: 直線均係〆認めら点、語家水活ゐトにお ρ

て、介テのヂ血件が重要で、あることが明らゲと立っ
た。
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完 投の仔

第 1錆失、検のる子

(r) アミノピリシ b ぶがイソ 70 ロιJノレアンナ

ピリンの本鮮メ支の没jえ

(1 ) 試斜
《パぢょが IPA I求、す7肢のめ万ゐを使用した。こ

Fれらをベンぜンから 科殺して、乏の?ゑ解友在、多1方
Jちと比薮〔たボ呪イもええは誌めらがなかったら

臼) 2洛桝メえの渓'1;芝
(i) 71く二

之 rß 懇話~ Lた yに為、よる)" 0、之同 -Na. H 亡 O~ ).怠没 10吠乙マ
iニ〈刈ち、ょが IPAをーえを入点、決jえ立夜土o、/。の

ノ}乏;量殺すにで殺しく之0--24t-訴ず j司j辰うをし漆鈎よ子
主 Lた後、 .tjを次をメンプラン zr/1-クーくゲートう

ウス私家〉 引 S-A )て・汐過し A件、 IPAを来愛した。

<ii) 育機、本会本
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( i ) 71く

試約 ;5J免責逝伍妥、j留7にて、台衣し‘議終段 f皆の今 w

を《トイ jま αIt{--トiじ乙 ネ波) 1 P lJ r H !)， 0 ;ケエン致冷

ぷえを用いて符 v¥ モホぞ.jft特長の波及く jfANノ 216
ムmj IPA，2bS}1.抗〉パ会け 5吸え乏を災1)えし、

ら功、じめ作戒したえ交営紙よ 1) 法衣を'"翠~した。

<j j ) 寄機、;客鉄

汐品した従が i字決の1:授を押え後 s--o"'-臼。 イ名、よ

そミ。局指終し J鴻乏濯去マぜた後斥;Ji_1t盈 を刻

えしー 3手持/交をベ乙ノレ分、李 J二ぶうみわ L た。

(3) ~え検銘来

ょえのようにして刻犬(た弘氏を了et.t}e1 ¥二不し

た。

Table 1 Solubili七y of Aminopyrine and 

Isopropylaηtipyrine 

I-n water 

Temp. 
AM IPA 

u n n つM_ t，l会計CO H
2
0 0.2科目N長HCO

3 

5.30 2.74xlO I 2.20xlO-1 1 . 1 6x 1 0 -2 9.48xlO 

10. 0 2.60 2.08 1 . 1 3 9 . 1 6 

1 5 . 0 2.41 1 .94 1 . 1 2 9.26 

20.0 2 • 31 1‘87 1 .13 9.52 

~25.0 2.30 1 .84 1 .17 9.74 

30.0 2.31 1 .84 1 .25 1.03xlO-2 

35.0 1 .33 1 .09 

37.0 2.38 1 .94 

45.0 2.65 2005 1 .41 * 1 .20大

50.0 3 .10 2.31 

* Temperature 量 40.0 0 •

Concentration of AM and IPA，mo1e/lit色r• 



fo 
fo 

(ii) In organic solvent 

Temp. AM IPA 
Benzene DCE Benzene DCE 

5.00 5.92X10-2 1.41xlO四1 8.70xlO-~ 1.75xlO四]

10.0 6.68 1 .59 1.04xlO-1 
1 .88 

15.0 7.86 1 .69 1 .05 2.05 

20.0 9 . 14 1 .88 1 . 1 2 2.16 

25.0 1.03xlO四1 2.12 1 . 1 7 2.38 

30.0 1 .29 2 . 1 7 1 .23 2.55 

Units，mole fraction. 

(立) 本筋道子乏の然/11学的鉾;fll

Aド1る、ょが rPAのイくに村ずる法待遇設の撚カ学的

解併える};;t、 322、論の弁 E 務 JI織において巡べたのて‘¥

ごこて"は省持令ずる。 こごてt I手、 ムふ。る をす73与する時

必与とされる取締撚(4 Hf)語、よ v( 4S J.I1の 22fJ年ど列
車とさJ{tるA月 去よ釘 IrJ¥の毛ノム各設の別えよゑ志木

す。え、 4.SM l 43Fノ名、ょが、ゲ内計:i-銘3去をよした。

(1 ) 厳解撚の洲え

反民解終の刻え lj、涯学吃/故窓乏動裂を叉ぷ手ぐRi3ιh
DSC CN.. ~O付〉を用いて fすった。妻美愛刻えの禄
がし宗十として r11 (友金及?夕、?タデデ%〉を閉山てムげを
正 L宅。街ィ更に AM吟ょが)I PAのどーク萄積と 1支の
ピー Y選3認を比重えしそ J/(ぞれのグトチを!之っさ計し

た結果を J孔ヤに示した。

Hea七 ofFusion (ムHF)

AM 6430 ca工/mole

工PA 5960 cal/mole 
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乙之y 毛ノレ怒教へ渓I}え

才、匹、トIvne. ~弘元7">.去に炎いぐのえく線、j前九部記載〉
を用いて λ川名、ょが IPAの毛 jレ怠換を計3与した。まえ
対淳及の努f乏の 測定!手、ゥード、ン久氏乏ピン左前い

て ~r った。
従示。試持法成の入つた比変どンを 2too土 o、3fz

但遁栂中 i之没し、試科が'温度手袋f'こ三塁 Lた役、民笠
ピンを取っ窃し‘室温て.， t、守時刻放置後ぞ jしろの

愛をずートリウス包ミミクロ久符てお!えした。計
殺系を以下 i之武 Lた。

Apparen七 Mo1a1Vo1ume 

AM 201 m1jmo1e 

工PA 217 m工jmo1e

(3) 4Sf ~、ょが、 N の計算

;容餅友の j長友友化ょっ A 付 S()~ を計算し、誘惑島都を
材、正した後、 4. S s"f を計算した。 え LASM 2(04 
ふう求め、さらに ASf;必 ょ が ば を 計 等 し た 9dS采を
Ta.T ) e. 1L I~ ネした。



no 
ro 

Table 工工 En七ropyof 80工u七ion，Mixing and Freezing 

in O. 2M-NaHC0
3 

(i) IPA 

Temp. 
sS

so1 ムSM i1S
f 

N 

(e.u. ) ( e • u . ) ( e • u • ) 

2800 
四 17.8 11 . 7 四 29.5 5.6 

285 幽 12.8 四 24.5 4.7 

290 同 11 . 1 間 22.8 4.3 

295 ー11 . 9 四 23.6 4.5 

300 帥 8.4 -20.1 3.8 

305 剛 7.8 問 19 . 5 3.7 

310 酬 3.6 脚 15 .3 2.9 

( i i) AM. 

2800 
明 25.0 6.5 叩 31. 5 6.0 

285 開 20.9 国 27.4 5.2 

290 聞 19.9 四 26.4 5.0 

295 聞 17 . 9 間 24.4 4.6 

300 四 17 .3 国 23.8 4.5 

305 山 13. 2 自 19.7 3.7 

315 四 11. 2 問 17 . 7 3.4 

320 回 7.8 -'8.3 1 • 6 
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ピツし一汁!、の 0、0/--O，{)タペの;かえを調設し乙の怠〉え

之om.1'fに AH又は lPAの./定イ設定入手、 ぷ〆 J3309

40f 土 0，/。の恒混ヌi吋脅す!土法し、 之0--二乙タ時期採予選L

すし洛〉えが洛鮪平街にま乞 Lた像、 jニ法決をメンブリ
ラシアィルターで汐返Lし A付又iま IPA支え宣した 9

ぐわ 定量えと

(i ) アミノピゾン

A川 ηえをi立、 己トocLi色る的の方法 j之準じてぷ?った。

すなわち、試料おJえをア Jし才づ牲とし、ムパをジウ

ロ JレL タン j亡率乙Jをする。 ついぜ 守教パをだりを系j)
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Tab1e 111 ムGtof A問 and IPA 

(i) AM in water 

Barbiturate 
7己mperature

200 300 400 

Barbital 36 . 1 48.7 50.5 
40 . 1 48.6 52.2 

52.0 

間etharbita1 44.6 52.6 67.9 
51 .5 56.5 73.8 

Cyc1obarbita1 62. 1 59.6 69.9 
63 . 1 81 .9 85.4 

Hexobarbita1 69.7 77.3 83.3 
69.6 77.7 96.6 

77.9 

Phenobarbita1 69.5 71 . 7 81 .4 
69.5 77.5 97.1 

Mephobarbita1 89. 1 92.6 105.2 

88‘。 93.0 11 6 . 7 
90.3 

Buco1ome 135.2 1 57 .2 1 71 . 1 
1 51 • 2 1 61 • 5 179.7 

(ii) IPA in water 

Bar. 42.4 46.2 53.1 
34.9 54.6 61.5 

39.0 

Meth. 57.6 65.0 60.3 
60.2 59.2 62.9 
60.4 55.1 

Cyc1o. 62.8 70.3 69.5 
52.9 77.3 93.0 

81.3 

Hexo. 77.4 84，.4 98.3 
78.0 84.7 

Pheno. 59.3 71.4 74.2 
82.4 81‘9 88.1 
72.8 76.0 
59.8 

Mepho. 86.0 87.5 101.0 
91.0 116.9 
97.9 

BCP 168.7 182.2 190.6 
165.4 178.2 204.る

194.8 
200.3 
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(iii) AM and IPA in 26.S%t叩 BuOHin n-heptane at.30.0
o 

Barbiturate AM IPA 

Bar. 14.6 25.1 
17.3 33.3 

Meth. 37.7 17.3 
32.2 32.1 

Cyc1o. 24.8 3.8 
36.7 14.5 

Pheno. 4.3 28.1 
18.3 22.4 

BCP 24.8 22.9 
38.1 20.9 

(iv) AM and工PAin Aqueous Mixed Solven七 a七 30.0。

E七hy1eneG1yco1 AM エPA
(vo1.%) pheno BCP pheno BCP 

。 74.6 工59.4 76.7 エ76.4

25 65.7 102.6 68.0 エ50.3

50 31.5 82.3 59.9 エ39.2

76.8 31.7 エ00.6

75 23.2 54.8 34.3 73.9 

Dioxane(vo1.宅) AM-pheno 工PA-pheno

。 74.6 76.7 

2 65.9 70.~ 

66.5 70.4 

工0 55.7 60.1 

62.6 

20 42.8 54.5 

42.5 47.3 
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玄

あら功、じめ作成 Lたj女愛然ぶ

支験の坪第 i締(1J (3) Iご万三(た

ノ不 グ'J アノ以リ?各え 測定波長

Oxy Series 0.5N-NaOH 255 nm 

N時 Me七hy1Series p託工工 245 nm 

Carbona七ebuffer (O.lN) 

(ii j) 史験結系

ベノレビツレートの湾統夜刻えの潟来を Tetble.w I亡

ネ L t之 島

Tab1e 工V Solubi1i七Y of Baどbitura七es a七 30.00

Baどbi七ura七e
Mole frac七ionsoly. 

0.lN-HC1 Benzene 

Barbi七a1
-4 

5.10X工047.48x工O

Metharbi七a1 2.08 8.工6x工0-3

Cyc10barbi七a工 1.59 工.78

日exobarbi七a1 2.85x工0-5 7.2工

Phenobarbi七a1 1.工5x工0-4 6.03X工0-4

M日phobarbi七a1 7.57X工06 1.2工×工0-3

Buco1ome 6.82 エ.30Xエal
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〈み そ乙ノレ与授の契11え

(i) 〆完¥子与の渓11え
。‘/門鴫陥.zCO~ 湾攻を mいま及。。 てご、 α04門ベ、ノレ

ピプレート浮j交の怒λ乏を淀lJえした。詳 J>fJJ手交殺の坪
茅 l諭[1I)向!之 jにした。 設号とを TCl.T Iと γi之木した。

く3) 半面積の刻え

Bucえ のドライデイング iL体分子模型左使用し/ぐ
Iレピツレート令子色紙えてる。でえしを堂宇 i之ゑで‘ウ
リ下 1ft真よぷリランプずJ手/こ投影する。そ今景?のあ
殺を 7{)ラニメーターぐオー/ぐヴタし y キ方頭公〉を
用いて渓1Jえし、、翁ノζ 乏かけて/分子当 j の平命議)域

主3手応 Lた。設系を Tablεγi之不 Lた e

Table V 
APPARENT MOLAR VOしむMESAND ESTIMATED PLANAR AREA OF BARBITURATES 

va) planar areab) 
p. 

1. Barbital 155.8 40.8 

2. Metharbital 177.4 44.9 

3. Cyclobarbita1 198.0 48 . 1 

4. Hexobarbital 195.0 52.4 

5. Phenobarbital 189.0 50.7 

6. Mephobarbita1 207.0 56.4 

7. Buむolome 239.2 79.2 

a) These values were determined at 30.0 0
• 

b)lin i t-A2/m.01ecu1e. 
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7ぞノピクンおぶ [A'ノぐノvピヅしート φ

:京外i銀スマク J..../tの刻え
(瓦)

匂塩化炭柔にドータイトノレミナゾーノL ・1cええ薬
) lr.おけるペパ F プ‘コロ -L¥ b'ょが Aバヒプコヮー
ム命洗令妥寄りホタトスぺクトルを活折格子赤外令ええ
友利く 百本分史1])ペs-7 0 1 ~ト翌〉を用いて讃うえし
た。本多重の介検従 i主、イけどI は内で波数持費~Jt主t:t. 
t:l. L c l'γt.-/ ぜある。

〈門と プ コ ロ ー ムの詞塩化及柔キてψ のJj<.煮詰令i二

ぷるプコ U ームの N付の仲議採働の変化を調べるた
め料えは ;3/00- ょ;?OOC7n..-/ の}前で符った o

A門毛、主ぴプコ口一ム、の波及 i立、 そ札ぞれ o‘17門F

()， O 手パゼふり、 こえt，立、溶鱗反事く険i二おける濃友
に i立か〈ごぜたものである。

漫11史包ル i立、。、 1m.仇の毛のを前いた。
室温i主、 之之、 0

0
であった。

まち釆 i字、 ま思議詰め幹事之，鵠茅 2
に示した。

}I'J定特の

第 i節(Fi注・
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(w}溶解友茨般の終オ学的鱗片

( 1 ) 水 i之志、 rf~可 j54じ現象令綿布{

j広務ノ芝支局長を之tJ
O

) .3 0
11

) タグイ、行い lA査のベ JLピ

ツしート i之興する A "1も、よ以、 rrAのム札をJ_;tす 5

〈認、輸の部、参照)0 

AQ;品一尺了乙れ (ψ""y，./W)， (.の

λ、 ム行;たよが 4StI立、 今ib叫札; b'的内方法 i之炎

ワて吠下!てふ更ように ~tl した。
すなわち 4H;は、さき対&烹の Lを歎{之文守するんFく

Nl/ tVi/以ノ〉の崎重ゑのス匂-7
0 

6'ら 求 め 5〆計:尋 i立、

(/~ )式き j有いた。

4.H二::::::. -之、ミ03え丈4ゐ手げi/4ゲI，/心/ct(ヅで)) (/弘〉

又 AS;ば (IS)えを j持 l¥ ("計草した。

LL~ ・ 4H~_A Gt で
_ ¥.  .JC:ー
υt  

ア
(/グ〉

4H; の升 .J l亡る、いて I! 刀~. J tて Zにすよう/之寄仏と

な 5 えの主ある Yをめ、 .20 - 30
0

と 20-roo/二為、 fナる
AH;を そ 点 ぞ 水 隼 彰 L‘ぞ本らの将}IrJ子均を 3c/~ (二
あ、 'tる AHtとした。

ぐ之〉 水町 L チレングリコーノレ込合J多様に
も、ける可?約七現象の鮮材

ぶ与え菜を 71ω、ら水-;:_ナレングヅコーノレ淀令浮会長 Jこ

及之で可浮イとと J忍燥の表面ゑ今宛王子¥を校討したも今
で為る&ふチムンy クコーふさ‘ょが7κ のゑ釘及17/23
T~b le. vr Iご;T¥ lた。

え， 59来き Ta_b Ie 初了/之~した。
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Tab1e V工
55) 

81ユどfaceTension 

Temp .. Y 

E七hy1eneg工yco工 200 46.49 

Wa七eど 200 72.58 

300 71.03 

400 69.42 

Tab1e V工工 Thermodynamic Parame七eどs for AM-Pheno. 

E七hy工eneglyco1 :-" L\ G~ (?~工/mo1e) ム託。 γム52
vo1.も 200 ~ 300 400 (c~17mo1e) 〈は)/l'Y¥ole)

。 70 75 83 エ30 210 

25 57 66 69 エ30 200 

50 38 45 47 工工O エ50

75 33 24 40 80 工00

6 

~5 
'.・・

z: 、、
"幽.

z: 

R
U寸m

o戸

O
O
F
 

3 

2 

-----------0 AM岬 Cycl

--------0 AM-M 

-----------0 1 PA -B 

1eth. 

400 

+ 
300 

+ 
200 

+ 

3.2 3.3 3.4 

1/Tx103 

Fig.1 

SOLUBIL1TY OF A門 ANDIPA IN WATER AND ADDITIVE 

SOLUTION AT VARIOUS TEMPERATURξ 
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~疋($ ) 

アミノピ 1) ンのえ笠 i立、 ブエニノレプタゾ‘ン大穴シ

アエンプアヅン会ょがアェノピラゾ、ン失存吟支設内

部第之締1.1)(3) (之記載したと i可ヰ:f，[二行フ k()

アンナピリン， 仏- ?ミノアンナピリン ζ、よぶ‘ア

ミノプ ロ ピ ロ 〉 共 往 時!ま、 A吋 ~\"存在しない、こ

れら;急務補布告IJ (J)吸収及をるらかじめ料えし、/~ ]¥ヘ

ボ失存するこれら主急務補助有1};.事汲の吸え友ぶ，)前"追
を乏しよい、てペパの波多こを~おした。
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Tab1e V工工工 ムGtof AM in Water 

Tempera七ure
200 300 400 

84.2 97.7 109.2 

80.2 エ06.1 エ03.2

65.2 80.工 80.6 

62.工 69.2 84.1 

68.4 84.2 96.5 

71.7 78.1 工02.1

30..4 29.5 36.7 

24.7 31.4 32.3 

21.6 29.8 35.4 

25.9 エ9.9 29.7 

工8.4 22.5 33.9 

8.4 エ7.2 24.8 

14.5 工7.3 26.5 

エ5.8 エ6.7 20.5 

Pyrazo1one deriv. 

pheny1bu七azone

phenopyrazone 

oxyphenbu七azone

an七ipyrine

4叩 aminoan七ipyrine

aminopropy1on 

Tab1e 工X AM in Aq~eous Mixed Solven七 a七 30.00

E七hy1eneg1yco1 
(vo1..も)

G 

10 

25 

50 

75 

同llG~(ca1/mo1e)
pheny1butazone ~ an七ipyrine

エ00..2 28.1 

89.1 28.工

74.6 2工..8 

42.1 9.3 

28.工 8.3 
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(江j ピラソ*ロン誘導体の 攻化学的性質

ぐわ 手荷殺の渓11;芝

潟};え法!手交高交の部第ユノ録 (TI)(3) l~ 記事てした。 結果を

了Q_b/eX (:::.ネした。

Tab1e X Mo1ecu1ar Weigh七 andP工anaど Area

MW 2 
Area(λ/mo1ecu1e) 

phenopyrazone 252.26 72.7 

pheny工butazone 308.37 88..3 

oxyphenbu七azone 324.37 93..8 

an七ipyrine エ88.22 57.7 

4叩 aminoan七ipyrine 203.24 60..7 

aminopropylon 302.37 82.2 

(11IJ 安定、合鮫誘導体漆;えに右、けるアミノピクン
の3急/格及の浜11夫

笑尖‘駿験験¥j法去 iはま j安支

もの jに之準じる οJ結系を T~h f e. XI I~ * Lた Q

Tab1e X工 Solubi工~七y of AM in T..ddi七iveSolu七iona七 30..00

addi七iveconcn. 
(ぬ0工e/1i七.) 

o 
1X10-1 

2 

3 

4 

p同 hydroxy p四 amino e七hy1-p-amino
benzoic acid benzoエc acid benzoa七e

叩工 ーエ
工.75X工o- 1.75x10 - 1~75x10 

1.78 1.80 

工.glla842.02a)

1.86 1.89 

工.90 1.92 

a) Concentration of addi七ive I ;1.9 2x工0 2mole/工土七.



吋ムou 

(1η とおう;/'ロン誘導淳、の浮待位

ぐれ jイ iJιεbr段以 e~ 以ct.tìo孔の通用

ピラゾロン誘導体的融持黙の Pjえについては交波
の杯第 j坊のfりて述べた。足ノレ手渡 l之ついても)切手;
で‘ある b 本科ペラメーターの刻足並ぴに結末広認識

の長P 第 3 締え~ 3字に毛、いでネ(た。

tt等に名、いては、会を加渉決め会与党系の容続分李を最
初 iと仮えして行 L¥、 一次よ立会〈て。週訪務鯨j更を求め、
ついでで内佐を用い議Tた会客演か卒をさオ算す 5 ど¥'¥ 

うベクムえし 9フゲ法を j有川容按分三転手て -j支えな 3まで、、

イ?った。話.)f{t TahJe XJI'之示した。

(2) ;づくあ‘ょが、べ、ン《ン i之村するピタゾワシ

誘導体のふ各続反

本 j之対するピタゾ、 U シ誘導体の寝静友の判定 It失
ザ般の ~t; l 綿 (1)ω お‘ぶ〆(りに示した方法によリイ?っ
た

Table Xll Solubi1i七y of Pyrazo10ne Deどiva七ive5a七 30.00

Pyrazo10ne deriv. 50エy.
Benzene 

3.01x工03

1.22x10-1 

6.49x工05

5.28x10-2 

3.54x工02

7.79x10-3 

oxyphenbu七azone

pheny1bu七azone

phenopyrazone 

an七ipyrine

4・世aminoan七ipyrine

aminopropy工on

日20

1.78x工0-
6

5.06X工07

1.02x工06

工.29xエol

8.63x工02

7.49x工03
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(の ♂アゾロン誘導体浮浪の砕造住の校封

(1 ) ノ室等友の決ijj芝
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Tab1e X工工工 Conduc七ivityof SDS solu七iona七 25.00

Addi七ive Concn.of SDS に A 

None 3.99x工O
国 3

2.780x工0
2

69.7 

4.51 3.工40 69.7 

5.20 3.625 69.7 

5.55 3.800 68.5 

6.24 4.325 69.3 

6.94 4.685 67.6 

7.28 4.905 67.4 

7.63 5.020 65.8 

7.98 5.175 64.9 

8.32 5.310 63.8 

8.67 5.465 63.0 

9.02 5.550 61.6 

9.54 5.725 60.0 

工0.06 5.855 58.2 

0.5M叩 4.00 2.130 53.3 
an七ipyrine

5.00 2.682 53.6 

6.00 3.212 53.6 

7.00 3.752 53.6 

8.00 4.265 53.3 

9.00 4.825 53.6 

エ0.00 5.297 53.0 

エエ.00 5.8工3 52.9 

エ3.00 6..882 52.9 

エ5.00 7.797 52.0 

エ8.00 9.307 51.7 

20.00 工0.15 50.8 

0.5M目 5.00 2.870 57.4 
4四 aminoan七ipyrine

6.00 3.490 58.2 

7.00 3.998 57.工

9.00 5.035 55.9 

エ0.00 5..530 55.3 

12.00 6.625 55.2 

14.00 7.680 54.9 

工5.00 8..095 53.9 

16.00 8.637 53.9 

エ7.00 9.040 53.2 

20.00 _0.33 51.7 
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Tab1e X工V Conduc七ivi七Y of DDAB solution a七 25.00

Addi七ive Concn. of DDAB }ぐ λ 

None 4.23x工0
回 3

4. 210x 10 2 
99.6 

5.93 5.950 エ00.4
9.03 8.785 97.3 

11.88 1.125x工03 94.7 

エ6.38 エ.355 82.7 

工7.69 1.390 78.6 

工9.32 工.395 72.2 

20.74 エ.440 69.4 

7.23 6.950x工0
2

96..2 

10.6工 9.995 94.2 
0.5M叩 5.00 3.735x工02 74.7 
an七ipyrine

6.00 4.345 72..4 

7.00 5.095 72.8 

8.00 5.652 70.7 

工0.00 7.125 71.3 

エ2.00 8.525 71.0 

13.00 9.110 70.1 

エ6.00 工.095x 103 
68.4 

エ7.00 工.工50 67.7 

19.00 1.265 66..6 

20.00 エ.295 64.8 

2.l霊Q_Q エ.358 64.7 
0.5M四 5.00 3.910x工02 78.2 
4-aminoan七ipyrine

7.00 5.3工O 75.9 

8.00 5.955 74.4 

10.00 7.350 73.5 

11.00 7.9工3 7エ.9 

エ2.00 8.605 71.7 

エ5.00 エ.035x工03 69.0 

工7.00 1.140 67‘工

エ8.00 工.190 66..1 

20.00 工.290 64.5 
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Tab工eXV Solubi1i七y of Pheny工bu七azonein SDS S01u七ion

a七 25.00

Concn. of SDS 
(M) 

O.D. a) b) 
pH 

0 

2.00x工0-3

3.00 

4.00 

5.00 

5.75 

6.00 

6.25 

6.50 

6.75 

7.00 

7.20 

7.30 

7.50 

7.60 

7.70 

7.80 

8.00 

9.00 

10.0 

0.2工9

0.250 

0.266 

0.263 

0.267 

0.274 

0.290 

0.296 

0.369 

0.39工

0.480 

0.502 

0.530 

0.559 

0.563 

0.564 

0.637 

0.638 

0.855 

1.002 

5.工

5.0 

--
5.0 

4.9 

4.8 

4.8 

4.9 

4.8 

4.9 

4.9 

4.8 

4.9 

4.9 

4.8 

a) These va1ues indica七eop七ica1denci七Y of sa七ura七ed

s01u七ionsby pheny1bu七azonein七hepどesenceof SDS. 

b) These va1ues indica七epH of phenylbu七azones011.ユ七ion

W~七h SDS. 
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Tab1e xv工 Conduc七ivi七y of SDS Solu七ionwi七h Pheny1-

bu七azonea七 25.0。

Addi七ive Concn. of SDS ピ A 

None 。 2..085X工G

Pheny1bu七azone 5.00x工0-3 3.748x工0
2

75.0 

6.00 4.455 74.3 

6.50 4.745 73.0 

7.00 4.995 71.4 

7.20 5.055 70.2 

7.30 5.工20 70.工

7.40 5.工80 70.0 

7.50 50工60 68.8 

7.60 5.255 69.工

7.70 5.258 68.3 

7.80 5.工95 66.6 

8.00 5.375 67.2 

9.00 5.650 62.8 
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